
賢材研究会 平成１９年度活動報告 
                      平成２０年５月９日 

（株）ルネッサンス・エナジー・リサーチ 
 

１．水素ステーション用メンブレンリアクターの開発 
平成１７年度より、ＮＥＤＯのＰＪとしてＣＯ2選択透過膜とＣＯ変成触媒を組み合

わせたメンブレンリアクターの開発を行なっている。平成１９年度は目標としてきた、

１６０℃で高いＣＯ2透過速度（1×10-4mol/(m2 s kPa)、高いＣＯ２/Ｈ２選択性（１０
０以上）を併せ持つＣＯ2選択透過膜の開発に成功している。また、低温活性を改良す

ることにより１６０℃で目標としてきた既存Ｃｕ－Ｚｎ触媒の１８０℃の活性レベル

を示す高性能ＣＯ変成触媒の開発にも成功した。 

  １９年度末には開発したＣＯ2選択透過膜と高性能ＣＯ変成触媒を組み合わせた小型

メンブレンリアクターを試作し、優れたＣＯ、ＣＯ2低減性能を実証した。メンブレン
リアクターの出口ＣＯ濃度は０．１％以下、ＣＯ２も１％以下と、コンベンショナルな

ＣＯ変成技術では原理的に不可能な低ＣＯ濃度が実現できており、ＣＯ２メンブレンに

よるＣＯ２除去効果が顕著に実証されている。（ちなみに、従来のＣＯ変成器では出口

ＣＯ濃度は１～３％、出口ＣＯ２濃度は２０％程度である） 

 

  平成２０年度以降はメンブレンリアクターを含む水素ステーショントータルシステ

ムのパイロットプラントを建設し、各セクション毎の耐久性、信頼性を評価してゆく

予定である。 
 

２．ＣＯ２選択透過膜を利用した省エネルギー型ＣＯ２分離回収技術の開発 

上記ＮＥＤＯプロジェクトで開発したＣＯ2選択透過膜は水素を透過させずにＣＯ2

のみを選択的に透過させるため、基本的にエネルギーを消費せずにＣＯ2の分離が可能

である。一方、既存のＣＯ2分離技術である化学吸収法はＣＯ2の分離に約５ＭＪ／ｍ３

-ＣＯ2と多大のエネルギーを消費している。 
ＣＯ2選択透過膜を利用した省エネルギー型ＣＯ２分離回収技術の開発を平成１９年

度の近畿経産局の地域新生コンソーシアム研究開発事業に提案し、採択された。 

   ＣＯ２選択透過膜自身は上記ＮＥＤＯプロジェクトで得られた成果を活用し、大型水

素プラントへの適用をターゲットとしたメンブレンモジュールの開発を行なっている。 

   平成１９年度はスケールアップや高圧プラントへの適用が可能な、メンブレンモジ

ュール用の円筒型メンブレンの開発を行ない、目標としてきた平板型と同等のＣＯ2透

過速度と対水素選択性が得られた。 
 
   平成２０年度にメンブレンモジュールの試作、実証を行なってゆく予定である。 


